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ＢＢＴ大学 2015年度秋学期新科目 

オンラインで地方創生課題に取り組む「プロジェクト T」 

福岡県最少の自治体東峰村の協力を得て実現 
 
株式会社ビジネス・ブレークスルー（所在地：東京都千代田区、代表取締役：大前研一、以下

BBT）が運営する｢ビジネス・ブレークスルー大学（学長：大前研一、以下 BBT大学）｣は、2015年度

秋学期科目として、福岡県最少の自治体である東峰村の協力を得て、地方自治体をクライアントに

見立てた地方創生の施策を提案する科目「プロジェクト T」（Tは東峰村の頭文字）を 2015年 10月

6 日より開講しております。本科目は、いままで修得してきた問題解決力を、実在する地方自治体に

対する施策提案という形で実践することを目的としています。現地に一定期間住み込んで行う従来

型の地方創生活動とは異なり、オンライン環境を利用して遠隔から、「日本あるいは世界から見た東

峰村」、「福岡、九州、日本という枠組みを超える視点から見た東峰村」など、新しい視点で地方創

生を考えることができるのも、本科目の特徴となっています。 

 

 
2015年 10月 6日、東峰村役場にて行われた調印式の様子  

左から澁谷博昭東峰村長、伊藤泰史 BBT大学副学長 

 

BBT 大学経営学部は、文部科学省の認可を受けて 2010 年に誕生した 100％オンラインで経営学の学士を取得

できる大学として、答えのない問いに対してひるむことなく答えを見出す力を持ったビジネスパーソンを育成すべく、

様々な教育コンテンツを継続的に提供しております。BBT 独自開発のオンライン教育プラットフォーム AirCampus®を

利用して行われる BBT 大学のオンライン教育システムでは、講義の受講だけでなく、試験やレポート提出、クラスでの

ディスカッションなど全ての学習活動をオンラインで完結させることが可能です。それ故、卒業生のみならず、BBT 大

学で学びながら世界中で活躍している在校生も多数存在しています。実務家講師陣による実践的な講義を中心に提

供していることも特徴です。 

 

NEWS RELEASE 



このたび新たに開講する「プロジェクト T」は、オンライン環境で実際に存在する地方自治体の課題に立ち向かうとい

う問題解決やマーケティングの応用科目となります。クライアントである澁谷博昭東峰村長から出された課題は「人口

減少、高齢化により過疎化する東峰村の定住人口を増大し雇用機会を創出してほしい」というもので、参加学生は、

福岡県朝倉郡の東峰村という福岡で最少の自治体が抱える人口減少問題について、社会起業・地方創生の視点か

ら考え提案します。実際に現地に一定期間居住しながら行う従来の地方創生の取り組みとは異なり、本科目はその大

部分がオンライン環境で運営されるため、日本各地、あるいは世界中から学生が参加することも可能となります。こう

した、遠隔から各分野のエキスパートなどが地方創生に貢献できる仕組みへの可能性を示唆し、将来的には１つの地

方創生のモデルとして確立させられることを目指していきたいと考えています。今年度は、約 15 名の学生の履修が予

定されており、その居住地は東京、大阪、愛知等の都市部をはじめ、地元福岡や大分、さらには北海道や中国の深

センなど多岐にわたります。 

 

約 4 か月の開講期間中、現地で行われる講義は、初期の現地調査、ヒアリングなどを行う「フィールドワーク」（4 日

間）、各グループの案を発表し村長のフィードバックをもらう「中間発表」（1 日間）と最後の「最終プレゼン」（1 日間）の

3 回のみとなります。上記以外の期間は、AirCampus®を活用しながらディスカッションを重ね、チームごとに調査や事

例研究、仮説検証やプラン作成に取り組みます。学生には、クライアントからの依頼事項や期待を的確に理解した上

で、クライアントの期待以上の提案ができるようになることを期待します。現地にいないからこそ持てる外側からの新し

い視点を取り入れた提案で、今回ご協力いただく東峰村の方々にも喜んでいただけるよう関係者一同、精一杯取り組

む所存です。 

 

 

【科目概要】 

・科目名：「プロジェクト T」（2年次科目／4単位） 

・担当教員：宇田左近教授（BBT大学経営学部長） 

・開講期間：2015年 10月 6日～2016年 2月 6日 

・開講スケジュール 

 10月～11月中旬        動画講義受講・情報収集・課題の認識等ディスカッション 

 11月 20日～23日＠東峰村 東峰村実地調査（村民インタビュー、実地調査等） 

 11月下旬～12月        中間発表に向けた考察、ディスカッション 

 12月 19日＠東峰村      中間発表会（村長への中間発表とフィードバック） 

 12月下旬～2月上旬      最終プレゼンに向けたブラッシュアップ（村民への質疑応答、ディスカッション等） 

 2月 6日＠東峰村        最終プレゼン 

 

 

【教授紹介】 

宇田左近教授(BBT大学経営学部長)  
原子力損害賠償・廃炉等支援機構参与/東京電力調達委員会委員長/株式会社荏原製

作所 取締役/元日本郵政株式会社専務執行役。東京大学工学部建築学科卒、東京大

学工学系大学院修士課程修了（工学修士）、シカゴ大学経営大学院修了（MBA）。 日本

鋼管（現 ＪＦＥ）を経て、マッキンゼー・アンド・カンパニー 入社。 平成 15 年 東京医科歯

科大学大学院医療経営学 客員教授に就任（兼務）。郵政民営化有識者会議委員を務め、

日本郵政株式会社（民営化準備企画会社） 執行役員就任（平成 18 年）。日本郵政株式

会社 専務執行役、郵便事業株式会社 専務執行役員、同顧問を歴任。 平成 22 年 株

式会社東京スター銀行 執行役 最高業務執行責任者。 平成 23年 株式会社荏原製作

所 取締役就任。 平成 24 年 東京電力福島原子力発電所事故調査委員会 調査統括、

原子力損害賠償・廃炉等支援機構参与。 

 

 

【東峰村について】 

福岡県の中央部の東端に位置し、大分県日田市と隣接。平成 17 年に旧小石原村と旧宝珠山村が日本で一番小さ

な合併（当時）をし、東峰村が誕生。総面積 51.97平方キロのうち山林原野が約 86％以上の四方を山に囲まれた中

山間地であり、豊かな清流と緑を有し、夏にはホタルが飛び交う自然溢れる美しい景観を誇る。また、伝統工芸である

小石原焼、高取焼をはじめ、国の重要文化財に指定されている岩屋神社、日本棚田百選に指定された竹地区の棚

田、樹齢 600年ともいわれる行者杉など自然、歴史、文化と地域固有の資源を多く保有している。人口は、2,321人

（平成 27 年 8 月末時点）と福岡県で一番少ない過疎の村であり、少子高齢化と言った人口減少問題を喫緊の課題

として定住人口の増加に取り組んでいる。 



【BBT 大学について】 

2005年 4月に文部科学大臣より認可を取得し経営の専門職大学院として開学。2010年には経営学部が新設され、

「ビジネス・ブレークスルー大学院大学」から「ビジネス・ブレークスルー大学」に改名。新設された経営学部は、日本

初の 100％オンラインで経営学学士を取得できる大学となった。大前研一が学長を務める本大学では、“teach（教え

る）”ではなく学生が主体的に“learn（学ぶ）”するのを手助けすることに大学の役割があると考えている。この考えに基

づき、設計されたカリキュラムでグローバル時代を生き抜く力の育成を目指している。2014年 3月に 1期生が卒業。

2014年 10月には e-Learning大賞 厚生労働大臣賞を受賞。  

http://bbt.ac/ 
 

【BBT について】 

グローバル環境で活躍できる人材の育成を目的として 1998 年に世界的経営コンサルタント大前研一により設立された教育会社。

設立当初から革新的な遠隔教育システムによる双方向性を確保した質の高い教育の提供を目指し、多様な配信メディアを通じて

マネジメント教育プログラムを提供。大学、大学院、起業家養成プログラム、ビジネス英語や経営者のための勉強会等多用な教育プ

ログラムを運営するほか、法人研修の提供やＴＶ番組の制作など様々な顔を持つ。2013 年 10 月のアオバジャパン・インターナショ

ナルスクールへの経営参加を契機に、生涯の学習をサポートするプラットフォーム構築をグループ戦略の柱の１つとして明確に位置

づけている。東証マザーズ上場 10周年、BBT大学大学院開学 10周年、経営学部設置 5周年にあたる 2015年は、設立当初よ

り全く新しい教育の形を提案し続けてきた姿勢をさらに発展させ、独自のＩＴ技術を駆使した最先端の教育の提供を目指す。在籍会

員数約 1万人、輩出人数はのべ約 5万人以上。 http://www.bbt757.com/ 

 

 

 
【本件に関するお問い合わせ先】 

株式会社ビジネス・ブレークスルー PR 担当 袴田（はかまだ） 

TEL：03-6271-0757  FAX：03-3265-1381 Mob : 050-3396-2129 

 

http://bbt.ac/
http://www.bbt757.com/

